
世界のとびらをいっしょにひらこう！
国立民族学博物館では、中学生以上の知的障がいのある方の
ためのワークショップをひらきます。
博物館の展示を見て、学んで、体験できるワークショップ。
さぁ、なかまといっしょに世界のとびらをひらきましょう！

国立民族学博物館
『みんぱくSama-Sama塾』担当
メール：sama-sama@idc.minpaku.ac.jp

2018年7月～12月 土・日・祝日に
6回ほど予定

〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1

開催場所 お問い合わせ

Sama-Samaとはマレー語で
「あなたとわたしは同じですよ、
いっしょですよ」という意味です。

塾生募集！
参加無料

塾のキャラクター
サマサマくん



主催者より

知的障がいのある方 の々ための
学びの場です
現在の日本には、知的障がいのある方々が学校
を卒業した後に学べる場がほとんどありません。
『みんぱくSama-Sama塾』は、知的障がい者に
対して博物館がもっと開かれた学びの場であり
たいという想いから始めるワークショップです。

このワークショップでは、塾生のみなさまの「もっ
と学びたい」という志を支え、同時に保護者の
方 と々ともに「障がい者にとって利用しやすい博物
館のあり方」について考える機会にしたいと思い
ます。みなさまからのご意見をもとにさらに整備を
進め、国立民族学博物館がすべての人にとって
利用しやすい博物館のモデルとなることをめざし
ます。世界の文化に興味のある方、好奇心の
ある方、ぜひご応募ください。

ワークショップ内容例

企画課 博物館事業係
Tel: 06-6878-8532  Fax: 06-6878-8242

塾生募集要項にしたがって『みんぱくSama-Sama 塾生』と
してご登録ください。登録された方全員に、当館よりワーク
ショップの開催情報とプログラムの詳細をお知らせします。

登録
方法

活動場所 国立民族学博物館

対　　象 中学生以上の知的障がいのある方
（療育手帳を持っている方）

受講期間 2018年7月～ 12月予定
（第1回は７月中旬土・日・祝いずれかの午後）

申込方法

メール（sama-sama@idc.minpaku.ac.jp）または、
みんぱくホームページの登録フォーム
http://www.minpaku.ac.jp/museum/event/
workshop/2018samasama
からお申し込みください。

登録情報

❶参加者氏名（ふりがな）❷年齢 ❸性別 ❹学校・
所属先 ❺郵便番号  ❻住所 ❼保護者氏名（ふり
がな）❽メールアドレス（連絡用）❾電話番号
※ 登録された方の個人情報につきましては、本プログラム
にのみ使用いたします。

参 加 費 無料

※団体で参加希望の場合は、ご相談ください。

申込締切：8月31日（金）まで  随時募集

学ぼう！ 体験しよう！

世界の文化を
知るレクチャー
（約30分）

博物館の展示を
見て学ぶ 
（約40分）＜クイズラリーなどをしながら＞

制作・体験のじかん
（約40分）＜アート制作・楽器演奏体験・
民族衣装の試着などなど＞

●1、2のみの参加も可能です。
●参加する塾生には、必ず保護者または介護者の方が付き添ってください。
●2018年7月～12月の土・日・祝日に6回ほどを予定しています。
　（登録人数によって回数などを変更する可能性があります）

知ろう！1 2 3

塾生募集要項

これから
いろいろな企画を
考えていきます。

社会人類学博士。専門は東南アジア研究。
主な著書に『ドリアン王国探訪記－マレーシア
先住民の生きる世界』（臨川書店）、自身の子
育てを記した『ホーホーの詩ができるまで  
ダウン症児こころ育ての10年』（出窓社）など。

Sama-Sama塾 主催者  
信田 敏宏（国立民族学博物館 教授）


